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令和４年度事業報告 

総括  

福岡県警察（以下「県警察」という。）は、令和４年の三大重点目標の一つに「飲酒運

転の撲滅」、重点目標に「子供・高齢者等の交通事故の抑止」を掲げて、交通事故死者数

の半数以上を占める高齢者に重点を置いた諸対策を強化し、交通事故の総量を減少させ、

交通死亡事故を抑止する取り組みを推進した。 

このため、当協会では社会的使命である「安全で快適な交通社会の実現」に向け、 

① 「交通ルールを守る」という県民の交通安全意識の高揚と実践を促す交通 

 安全事業の推進 

② 関係機関・団体等との緊密な連携と地区交通安全協会への積極的な支援活動 

 の推進 

③ 適正かつ効率的な事業活動の推進 

に努めるとともに、交通事故の実態を踏まえて 

○  飲酒運転撲滅対策 

「飲酒運転撲滅活動推進員」による飲酒運転撲滅宣言登録促進事業の推進 

○  高齢者（歩行者）及び交差点の交通事故防止対策 

・ 「横断歩道マナーアップ運動」の推進   

・ 横断歩道での歩行者優先、反射材の利用促進、早めのライト点灯、ハイビー

ムの活用等の推進 

○  高速道路の交通事故防止対策 

「高速道路安全運転５原則」及び「緊急時３原則」の遵守 

を重点に掲げ、交通事故をなくす福岡県県民運動本部（以下「県民運動本部」という。）

及び県警察と連動した交通安全活動を推進した。 

① 交通事故発生状況 

種別 
年別 

発生件数 死者数 うち高齢者 傷者数 

令和４年中 １９，８６８ ７５ ４４ ２５，２８５ 

令和３年中 ２０，０６６ １０１ ４９ ２５，５８７ 

 
増 
減 

件 数 －１９８ －２６ -５ -３０２ 

 率（％） －１．０ －２５．７ ―１０．２ -１．２ 
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② 飲酒運転による人身交通事故の発生状況 

種別 
年別 

発生件数 死者数 

令和４年中 ９１ ３ 

令和３年中 ９４   ６ 

 
増 
減 

件 数 -３ -３ 

 率（％） -３．２ -５０．０ 

 

第１ 交通事故防止その他交通安全に関する広報・啓発事業 

 １  広報・啓発事業の推進 

  ⑴ 交通安全広報事業の推進 

     ア 広報紙「交通安全ふくおか」の発行(令和４年度中) 

     季刊紙１４９，３５５部（Ａ４判・４面、４色刷） 

   イ マスメディアの活用 

(ｱ) ラジオスポット放送による広報 

放送時期 

① 四季の交通安全県民運動期間中 

② 毎月の交通安全の日（１、８、１０、１５、２０、２５日） 

③ 交通事故死ゼロを目指す日（４月１０日、９月３０日） 

④ 飲酒運転撲滅週間 （８月２５日～３１日） 

放 送 局 エフエム福岡、ＫＢＣ九州朝日放送 

放送回数 ３０秒スポット放送１７１回、現地インタビュー５回 

 

(ｲ) 日刊新聞紙による広報 

広報時期 
① 四季の交通安全運動期間中（１回） 

② その他の時期（１回） 

報道機関名 毎日(１回)、西日本（1回） 

   ウ ホームページ等の活用(令和４年度中) 

ホームページアクセス数   ３１９，３４４件 

エ 交通安全年間スローガン（全国版）の広報 

         交通安全年間スローガンを周知徹底するため、「交通安全ふくおか」に登載し

た。 
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 オ 広報車による広報活動 

         四季の交通安全県民運動期間及び毎月の交通安全の日において、広報車による 

     巡回広報を行った。 

     〔令和４年度中〕 

実施回数 ８０回 

 

【交通安全の日と取組事項】 

毎月 

  １日 交通安全の日、シートベルト等の正しい着用推進の日 

  ８日 二輪車、自転車交通安全の日 

１０日 違法駐車追放の日 

１５日 高齢者交通安全の日 

２０日 シートベルトの正しい着用推進の日 

２５日 飲酒運転撲滅の日 

カ その他の広報媒体を活用した広報活動 

        各種の広報媒体を効果的に活用し、タイムリーな広報を実施するほか、 

「福岡県交通遺児を支える会」などの団体・機関等が発行する機関紙（誌）を 

活用して広報した。 

   キ 県協会キャラクター「しぐまる（着ぐるみ）」 

     四季の交通安全県民運動等の交通安全イベントの開催に当たり、地区交通安全

協会及び警察署等からの派遣要請に積極的に対応し、県民に対して当協会キャラ

クター「しぐまる」の浸透を図るとともに、交通安全意識の高揚を図った。 

⑵ 交通安全啓発事業の推進 

   ア 各種交通安全運動 

        (ｱ) 四季の交通安全県民運動 

春  

実施期間 ４月６日 ～ ４月１５日 

運動の重点 

・子供を始めとする歩行者の安
全確保 

・歩行者保護等の安全運転意識
の向上 

・自転車の交通ルール遵守の徹
底と安全確保 

・飲酒運転の撲滅 

初日行事 
(キャンペーン） 

4月 6日(水)、エルガーラ・パサ
ージュ広場で交通安全フェアを
開催 
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夏  

実施期間 ７月１０日 ～ ７月１９日 

運動の重点 

・飲酒運転等の撲滅 

・子供と高齢者の交通事故防止 

・自転車の安全利用の推進 

 

 

 

 

 

 

秋 

 

 

 

 

  

実施期間  ９月２１日～９月３０日 

 

 

 

 

運動の重点 

 

 

 

・子供と高齢者を始めとする歩

行者の安全の確保 

・夕暮れ時と夜間の事故防止 

・自転車の交通ルール遵守の徹

底 

・飲酒運転の撲滅 

初日行事 
(キャンペーン） 

９月２１日(水)久留米六角堂広 

場で交通安全フェアを開催 

 

年末 

実施期間 １２月１１日～１２月３１日 

運動の重点 

・飲酒運転の撲滅 

・子供と高齢者の交通事故防止 

 

(ｲ) その他の交通安全運動 

ａ 交通ルール・マナーの向上 

夜間、道路横断中に死亡した歩行者の殆どが反射材を着用しておらず、一

方、加害車両の殆どが前照灯の下向き点灯であった。 

よって、薄暮時間帯及び夜間における歩行者等の交通事故防止のため、反

射材の着用と早めのライト点灯やハイビームの活用について広報啓発活動を

推進した。 

          ｂ 飲酒運転撲滅気運の醸成 

当協会では、福岡県から「飲酒運転撲滅宣言登録促進事業」を受託して、

「飲酒運転撲滅宣言企業」・「飲酒運転撲滅宣言の店」の登録勧奨に取り組

むとともに、条例に基づく「第４次福岡県飲酒運転撲滅推進総合計画」を支

援するための広報啓発活動を推進した。 

ｃ  ハンドルキーパー運動の推進 

             この運動は、開始から１６年が経過し県民に浸透しつつあるが、飲酒運転
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による交通事故の発生状況に鑑み、更なる周知・実践を促すため、ポスター

・チラシ・グッズ等を活用した広報啓発活動を行うほか、関係機関・団体、

各種事業所及び酒類提供飲食店等と一体となった実践的運動を展開した。 

          ｄ 高齢者の交通事故防止対策 

              県警察が実施する「高齢歩行者・自転車利用者対策」及び「高齢運転者対

策」並びに「身に着けよう､あなたを守る反射材」運動等に対して助成する

とともに、道路横断実技指導や高齢者の特性を理解させるための参加・体験

・実践型の高齢者交通教室を開催した。 

        (ｳ) ポスター・チラシ等の配布 

〔令和４年度中〕 

追番 資    料    名 （配布） 

１ 自転車啓発ステッカー ２０，０００枚 

２ しぐまる反射ストラップ ２２，０００個 

３ エコトートバック（反射材付） １，０００個 

４ 自転車クイズ問題集 ４，０００部 

５ 横断歩道マナーアップ・キャンペーンチラシ ７，６００枚 

６ 博多祇園山笠うちわ（飲酒運転撲滅） １，０００個 

７ ハンドルキーパーワッペン ５００個 

  ８ 飲酒運転撲滅 １８，６８０枚 

９ 春の交通安全運動    ５，７３０枚 

１０ 夏の交通安全運動     ３，７８０枚 

１１ 秋の交通安全運動 ５，７３０枚 

１２ 年末の交通安全県民運動 ３，７８０枚 

１３ 安全運転管理（ｱﾙｺｰﾙﾁｪｯｸ）啓発チラシ  ４０，０００枚 

１４ セーフティドライバーへの道 ６０，０００部 

合    計 １９３，８００  

 

イ 自転車の安全利用の促進 

(ｱ) 自転車の交通安全教育 

        ａ 小・中学生を対象とした自転車教室の開催 

       〔令和４年度中〕 

学校＼種別 実施回数 受講人員 

小学校 ９０回 ５，１４０人 

中学校   １８回 ２，９４０人 

計 １０８回 ８，０８９人  
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ｂ 子供自転車大会の開催 

      ○ 県大会     

・ 第５５回子供自転車大会 

       ・ 令和４年６月１２日（日）午前９時００分～同日午後４時００分まで 

        ・ 嘉麻市上西郷「嘉麻総合体育館」 

       ・ 参加 ９校・１６チーム 

○ 全国大会   コロナウイルス感染症予防のため中止 

    (ｲ) 広報啓発活動            

            自転車の交通ルールを周知するため、家族全員で考える自転車の交通安全基

礎知識テストを実施した。 

     〇 第５７回自転車クイズ（ルールとマナー） 

 実施期間 令和４年４月１日から６月３０日までの間 

賞 品 普通自転車２台、図書カード１００枚 

問  題 ２０問監修：県警察 

応募者数 
９５６人 

※ 合格者(90点以上)５４８人（うち満点者２８０人） 

(ｳ) 自転車の安全利用促進強化月間における活動 

            自転車月間（５月）では、「交通安全ふくおか」などあらゆる広報媒体を活

用し、「自転車安全利用五則」の周知徹底を図った。 

なお、月間中は、小・中学校の自転車教室を集中的に実施した。 

          また、１１月１日には「自転車安全利用五則」の見直しが図られた。 

(ｴ) 地区交通安全協会に対する助成 

            地区交通安全協会が警察署等と協働して実施する自転車教室には、活動費 

（１，０２０万円）を助成した。 

   ウ シートベルト・チャイルドシートの着用徹底 

        (ｱ) シートベルトの着用率 

            令和４年「着用状況全国一斉調査」の結果、運転者の着用率は高水準である

ものの、後部座席の着用率が低調であることから、ラジオスポット放送など着

用率向上を図るための広報啓発活動を推進した。 

      〇 運転者の着用率 

・  一般道路 ９９．７％（全国平均９９．１％） 

・  高速道路 ９９・９％（全国平均９９．６％） 
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○ 後部座席の着用率 

   ・ 一般道路 ２７．６％（全国平均４２．９％） 

         ・ 高速道路 ７８．０％（全国平均７８．０％） 

       (ｲ) チャイルドシートの着用率 

            [チャイルドシートの着用率調査結果～ＪＡＦ調査] 

調 査 年 月 福 岡 県(%) 全国平均(%) 

平成２８年11月 ６３．５ ６４．２ 

平成２９年４月 ６５．８ ６４．１ 

平成３０年４月 ７３．２  ６６．２ 

平成３１年４月 ７１．２ ７０．５ 

 令和  ４年４月 ７７．４ ７４．５ 

※ 令和２～３年の調査なし 

[チャイルドシート貸出状況（令和４年度中）] 

貸出件数   ２１１件 

   エ その他交通安全に関する啓発 

    (ｱ) 交通安全クイズの実施 

           交通安全思想の普及活動の一環として、当協会の広報紙にクイズを掲載し、

正解者の中から抽選で１００人に賞品を贈呈している。 

○  実施方法 広報紙「交通安全ふくおか」(秋号)に問題を掲載 

           ○  当 選 数 １００人 

      ○  賞 品 ５００円図書カード 

      ○ 応募数  １６５通 

     (ｲ) 交通安全教育用ＤＶＤの貸出（無料）状況 

貸出 合計 ２７６本 保有数 １３２本 

     (ｳ) 交通事故写真・パネルの掲示・貸出 

１回  １９日間 

(ｴ) 子供用警察官制服の貸出 

６回    １９着 

(ｵ) 交通安全フォトコンテストの実施（第３５回） 

題 材 交通安全に関するもの 

募 集 令和４年２月１日～令和４年６月３０日 

審 査   令和４年９月２日 

審査員 九州写真記者協会、福岡県、県警察、当協会 
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表 彰 
最優秀賞１点、優秀賞２点、優良賞４点、 

特別賞（九州写真記者協会長賞）１点     計８点 

応募数 ８４点 

２ 交通安全教育事業の推進 

  ⑴ 子供に対する交通安全教育  

    ア 幼児（幼稚園・保育園）に対する交通安全教室  

実施回数 １７４回 受講者数 １２，３８０人 

   イ 児童に対する交通安全教育 

(ｱ) 小学校に対する交通安全（自転車）教室 

実施回数  １９３回 受講者数 １０，７５０人 

     (ｲ) 自転車運転免許証交付運動の普及・拡大 

地域・学校単位で行われている自転車運転免許証交付運動を助成し、同運動

の普及・拡大に努めている。 

    ウ  中学生に対する交通安全（自転車）教室 

実施回数 １８回 受講者数 ２，９４０人 

    エ 小・中学生交通安全図画・作文コンクールの実施（第７４回） 

 対 象 者 福岡県内の小学生・中学生 

題  材 交通安全に関するもの 

募  集 令和４年４月１日～７月１日 

審  査 図画：令和４年９月１２日 作文：令和４年９月５日 

表  彰 

 

【小学生の部 … 図画・作文の合計】 

最優秀賞４点、優秀賞８点、優良賞３９点 

【中学生の部 … 図画・作文の合計】 

最優秀賞２点、優秀賞３点、優良賞２４点  

応 募 数 
図画 ２，６５３点 （前年比＋１０９点） 

作文   １７９点 （前年比－１１８点） 

⑵ 高齢者に対する交通安全教育 

ア 歩行者及び自転車利用者対策 

実施回数 １４回 受講者数 ７２５人 

イ 運転者対策                           

(ｱ) 高齢者安全運転体験教室（運転適性指導） 
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（毎月１５日 ・最大１５人／回） 

⑶ 成人に対する交通安全教育 

     ○ 第５０回二輪車安全運転福岡県大会 

     ・ 令和 4年 6月 5日（日）午後 9時 40分から午後２時３０分まで 

     ・ 筑後市大字久富「筑後自動車運転免許試験場」 

     ・ 参加者 ２６名 

第２ 交通安全対策に関する調査及び研究事業 

  １ 交通安全対策に関する提言活動 

    当協会では、県民運動本部その他行政機関が行う四季の交通安全運動、飲酒運転撲

滅運動、自転車の安全利用対策等の実施計画の策定に参画し、民間の交通安全推進団

体として７０年以上に及ぶ交通安全活動の経験等に基づき、交通安全対策に関する提

言を行った。 

 ２ 交通の安全と円滑を図るための調査・研究 

  ⑴ 交通事故発生状況、事故原因等の調査・研究 

    県内の交通事故発生状況、事故原因等について調査・研究し、その結果を広報誌、

広報チラシ等に掲載し、県民の交通事故防止意識の高揚を図っている。 

また、これら情報を安全運転管理者等選任事業所、地区交通安全協会、その他機

関・団体に提供し、交通安全活動の効果的な推進に寄与している。 

  ⑵ 交通安全指導方法等の調査・研究 

    内閣府等が主催する交通安全指導者講習会に参加するとともに、他県の交通安全 

活動状況、効果的な交通安全指導方法等を調査・研究し、県民の交通事故防止に寄  

  与している。 

第３ 地域及び職域における交通安全活動に関する支援事業 

 １  地区交通安全協会への支援事業 

⑴   地区交通安全協会との交通安全教室の協働開催 

地 区 別 実 施 回 数 受 講 者 数 

福 岡 地 区        ６５回      ４，９３０人 

実施回数 受 講 者 数 

４回 
ＣＲＴ 実車使用 

１２人 １２人 
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北九州地区          ２４回     １，４２５人 

筑 豊 地 区         ３４回      １，８１５人 

筑 後 地 区         ４回       １３５人 

計   １２７回     ８，３０５人 
   

    ⑵ 交通安全活動資金の助成 

    各地区交通安全協会の交通安全活動助成金として９２０万円、また、自転車安全 

   教室助成金として１００万円、計１，０２０万円を助成した。 

⑶  交通安全資器材の支援（助成）  

  交通安全教育用ＤＶＤ（貸出用）及び交通安全教室用横断マット並びにタスキ等

の反射材など、計２９９万円相当の交通安全資器材を支援（助成）した。 

⑷ 広報・啓発活動の支援 

    地区交通安全協会が、各家庭に回覧する広報紙「交通安全ふくおか」の一部を無 

   料で提供するとともに、同広報紙に地区交通安全協会の活動状況を掲載した。 

２  地域交通安全活動推進委員協議会連合会への支援事業 

      地域交通安全活動推進委員協議会とともにハンドルキーパー運動や自転車教室を協

同実施するとともに、同協議会連合会機関誌「推進委員だより」（春・夏２回）の製

作費を助成した。 

３ 交通安全活動に関する各種の事務局事業 

⑴  福岡県道路使用適正化協議会事務局事業 

       事業重点に当協議会の設立目的である「道路使用の適正化」と「道路使用に伴う

交通事故の防止」に向け、福岡県交通安全活動推進センター及び関係機関・団体と

連携して、次の活動を行っている。 

   ア 適正な道路使用及び道路使用に伴う交通事故防止に関する広報啓発活動 

    (ｱ) 執務資料、啓発物の作成・配布 

     ○ 会報の発行(６５、６６号)            各３，８００部 

     ○ 反射メッシュポーチ（安全標語貼付）        ３，０００個 

 (ｲ) 安全点検活動 

      県警察本部交通規制課と連携して、福岡地区及び北九州地区において、道路

使用現場の安全点検を実施している。 

⑵ 福岡県安全運転管理協議会事務局事業 
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    当協議会は、３９の地区安全運転管理協議（部）会が会員となって構成され、傘

下事業所は約５，５００事業所に及んでいる。 

    傘下事業所の交通安全意識の高揚と地域における交通事故防止を図るため、 

      ○ 安全運転管理の実践と交通安全教育の向上 

      ○ 地域に貢献する交通安全運動の推進 

    等を事業重点に掲げ、各種交通安全活動を推進している。          

(3) 福岡県高速道路交通安全協議会事務局事業 

        事務局では、高速道路における交通安全の広報・啓発活動を行うとともに、高速

道路交通警察隊と連携して、交通安全講習会を開催するなど、高速道路利用者の交

通安全意識の啓発に努めている。 

 広報啓発活動の一環として高速道路のサービスエリアにおける、春及び秋季の交

通安全県民運動キャンペーンやＦＭラジオ放送による、スポット放送を実施した。 

   ※ 協議会会員 １９５団体・事業所  

４ その他交通関係団体との連携、支援事業  

    民間の交通安全団体の中核として、ＪＡＦ、福岡県指定自動車学校協会等と連携し、

四季の交通安全県民運動をはじめ各種交通安全イベントに取り組んでいるほか、福岡

県バス協会、福岡県トラック協会及び福岡県タクシー協会が実施する無事故運動の優

秀事業所を表彰している。 

また、福岡県交通遺児を支える会及び交通安全母の会等の活動費を助成した。 

 

第４  交通事故その他交通問題に関する相談事業 

    交通事故相談は、２人の要員を配置し面接又は電話により行っている。 

   なお、交通事故相談の広報は、当協会ホームページや「福岡県犯罪被害者支援の手

引き」等により県民に周知している。 

相談受理件数   １１件 

  

第５ 交通安全功労者及び優良運転者等の表彰 

   県民の交通安全意識の一層の高揚を図るため、多年にわたり交通安全に尽力し、功 

  績のあった交通安全功労者、優良安全運転管理者、優良運転者及び交通安全優良団体 

 等に対する表彰を積極的に推進している。  

 １ 適正かつ公正な選考 

当協会のホームページをはじめ、広報紙「交通安全ふくおか」や市町村広報紙等を

活用して表彰実施の広報を行い、積極的な表彰の推薦を促した。 

   また、被表彰者の選考は、県警察及び地区交通安全協会等と緊密に連携し、 
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資格要件を厳格に審査するなど公正を期した。 

   特に、交通栄誉章緑十字金章及び銀章の候補者は、当協会の表彰審査規程に 

基づく表彰審査委員会により決定するが、コロナ感染症拡大防止のため書面による審

査を行い審査委員全員の承認を得て、全日本交通安全協会に推薦した。 

  ２ 福岡県交通安全県民大会における表彰 

個人及び団体に対する表彰は、広く県民の交通安全意識の普及・徹底を図るため、

県及び県警察と共同で、１１月１５日、国際会議場において、福岡県交通安全県民大

会を開催し、受賞者を顕彰した。 

〇 表彰件数 

  交通安全功労者、優良運転者等 43団体 288人（前年比＋1団体、－93人） 

○ 表彰区分及び受賞者等 

交通事故をなくす福岡県民運動 

本部長表彰 

交通安全功労者等３０人、２５市区町村・団体  

（前年比－５人、＋２市区町村・団体） 

九州管区警察局長・九州交通安全協会長 

連名表彰 

交通安全功労者等６５人、１０団体・事業所 

（前年比－１７人、＋４団体・事業所） 

全日本交通安全協会長表彰 

「交通栄誉章緑十字銅章」 

交通安全功労者等６６人 

（前年比－１９人） 

九州交通安全協会長表彰 
交通安全優良学校 該当校なし 

（前年比±０） 

福岡県警察本部長・福岡県交通安全協会長

連名表彰 

交通安全功労者等３９人、８団体・事業所・学校等  

（前年比 -５８人、－５団体・事業所・学校等） 

福岡県交通安全協会長表彰 
図画・作文・フォトコンテストの最優秀者７人 

（前年比±０）優秀者８０人（前年比+７） 

 

３ 九州管区表彰及び全日本表彰の積極的な上申 

県警察や各地区交通安全協会等との緊密な連携を図り、厳格な選考と積極的な上申を 

行った。 

・ 九州交通安全協会長表彰及び全日本表彰緑十字銅章 

  福岡県交通安全県民大会(１１月１５日)において伝達・授与した。 

・ 交通栄誉章緑十字金章・銀章及び全日本交通安全協会長表彰 

  交通安全国民運動中央大会(令和５年１月１８日)において伝達・授与した。 

○ 九州管区警察局長・九州交通安全協会長連名表彰等の受賞状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

年度＼種別 功労者 功労団体 優良管理者 優良運転者 優良事業所 優良学校 

令和４年度 ２１ ３ ３ ４１ ７ ０ 

令和３年度 １７ ０ ６ ５９ ６ ０ 

増

減 

数 ＋４ ＋３ －３ －１８ ＋１ ±０ 

％ ＋２４  －５０  －３０ ＋１７  
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４ 地区交通安全協会に対する表彰事務の積極的な支援 

地区交通安全協会が行う警察署長・地区交通安全協会長連名表彰及び地区交通安全

協会長表彰は、上位表彰の基礎となることから、これらの表彰を促進するため、副賞

として活用するステッカー(標章)を当協会で作成・斡旋するとともに、パソコンによ

る表彰状の作成要領を指導するなど、地区交通安全協会の表彰事務を積極的に支援し

た。 

 

第６  道路交通法の規定に基づく福岡県公安委員会からの指定に伴う事業 

 １ 道路使用調査事業 

(1)  道路使用の現地調査 

令和４年度の年間調査委託件数は３万６，５００件であった。（前年度同数） 

○ 道路使用調査件数 

地区・年度別＼区分 委託件数 調査件数 

福岡地区 

令和４年度 ３３，０５５ ２７，８６６ 

令和３年度 ３４，０７６ ２７，７９５ 

増減 －１，０２１ ＋７１ 

北九州地区 

令和４年度 ９，０８８ ８，６３４ 

令和３年度 １０，１１６ ８，７０５ 

増減 －１，０２８ －７１ 

計 

令和４年度 ４２，１４３ ３６，５００ 

令和３年度 ４４，１９２ ３６，５００ 

増減 －２，０４９ ±０ 

(2) 現地調査結果 

       調査件数３万６，５００件のうち、不適切事案は８４件、指導警告事案７５１件、

調査委託以外の無許可事案通報は１２件であった。 

 

○ 道路使用現場における不適切等事案件数 

区分 

地区・年度 
調査件数 

報 告 内 容 委託外 
合 計 

不適切 指導警告 小 計 (無許可) 

 

福岡地区 

 

令和４年度 27,866 79 384 463 8 471 

令和３年度 27,795 35 284 319 0 319 

増減 ＋71 ＋44 ＋100 ＋144 ＋8 ＋152 

 

北九州地区 

 

令和４年度 8,634 5 367 372 4 376 

令和３年度 8,705 9 226 235 1 236 

増減 －71 －4 ＋141 +137 ＋3 ＋140 

計 

 

令和４年度 36,500 84 751 835 12 847 

令和３年度 36,500 44 510 554 1 555 

増減 ±0 ＋40 ＋241 ＋281 ＋11 ＋292 
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２ 道路使用等に関する照会及び相談事業 

道路使用許可の申請手続きや工事及び安全保安対策などに関する照会、質疑並びに

道路使用に関する相談などを受理し、これに対する適切な指導、助言を行っている。 

 

第７  行政機関その他交通関係団体から委託を受けた事業 

  １  福岡県公安委員会からの受託事業 

⑴  停止処分者講習、違反者講習及び更新時講習 

 ア 講習体制の強化 

     講習指導員には、実施する講習種別に応じた専門的資格が必要であることから、

県警察本部運転免許試験課の指導、助言を受け、指導員資格を取得させ、講習体

制の強化を図っている。 

    (ｱ) 更新時講習指導員資格取得のための新任養成講習の実施 

      新規採用の講習指導員及び地区交通安全協会職員に対し、更新時講習の指導

員資格を取得させるための新任養成講習を実施し、更新時講習の指導員資格を

取得させた。 

 

新任養成講習期間 
受講者 

県協会 地区協会 

４月３日から１１日間 ２１人 ２人 

イ 講習技術の向上 

     講習技術の向上を図るため、警察本部運転免許試験課の指導、助言を受け、 

 講習指導員全体研修会を令和４年度は、６月２５日(土)に実施(受講者７０名) 

するとともに、各センターの朝礼時にミニ研修会を行うなど、指導員としての 

資質・能力・技法の向上を図っている。 

 

〔停止処分者講習実施状況（４月～３月）〕 

区 分 短 期 中 期 長 期 計 

４ 年度 ５，２３６ ６６８ ５６１ ６，４６５ 

３ 年度 ４，６７９ ７０２ ５３１ ５，９１２ 

増 

減 

数 ＋５５７ －３４ ＋３０ ＋５５３ 

率(％) ＋１．２ －４．９ ＋０．６ ＋０．９ 

 

〔違反者講習実施状況（４月～３月）〕 

区 分 
事前コース 当日コース 

計 
社会参加活動 社会参加活動 実 車 

４ 年度 ４６ ２，８５９ ９９５ ３，９００ 

３ 年度 ２１ ３，１９８ １，１５１ ４，３７０ 

増 

減 

数 ＋２５ －３３９ －１５６ －４７０ 

率％ ＋２１９ －１０.７ －１３．６ －１０．８ 
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〔更新時講習実施状況（４月～３月）〕 

区 分 優良運転者 一般運転者 違反運転者 初回更新者 計 

４ 年度 344,867 122,452 95,814 45,866 608,999 

３ 年度 337,344 120,923 103,065 45,341 606,673 

増 

減 

数 ＋7,523   +1,529 -7,251 +525 +2326 

率％ +2.2   +1.3   -7.1   +1.2     +0.4 

 (2)  高齢者講習、認知機能検査 

   ア 高齢運転者の増加に伴い、高齢者講習は自動車教習所のほかに平成２７年

６月１日から県内４運転免許試験場で実施されるようになり、平成２８年３月

１日からは、運転免許試験場の技能コースが筑豊・筑後試験場の２箇所に統合

されたことに伴い、高齢者講習は、筑豊・筑後試験場の２箇所で実施している。 

イ 平成２９年３月の道交法改正施行により、７５歳未満２時間講習、７５歳以

上２時間及び３時間の講習と臨時高齢者講習が行われていたが、昨年（令和４

年）５月１３日からの道交法改正施行により運転技能検査が新設され、それに

伴い各講習の区分が１時間及び２時間講習となった。 

運転技能検査は、７５歳以上の高齢運転者が免許更新前３年間に一定の違反

をした場合に、車の運転技能を確認するための検査を義務付け、検査に合格し

ないと免許更新ができないこととなった。 

ウ 認知機能検査は、４試験場で更新時及び臨時認知機能検査業務を受託してい

るが、平成３１年４月から、新たに福岡地区認知機能検査業務を受託し、福岡

試験場、糸島、宗像及び朝倉地区交通安全協会において免許更新時の認知機能

検査を実施している。 

〔高齢者講習等実施状況（４月～３月）〕 

※ 令和４年５月１３日から改正道交法の施行により講習区分が変更になった。 

区 分 高 齢 者 講 習  

臨時講習 

 

講習合計 

  (人) 

７５歳未満 ７５歳以上 

４年度 ２時間 １時間 ２時間 １時間 技能検査 

274 8 840 177 87  32  1418 

３年度 ２時間 ２時間 ３時間    

349 766 353   391  1859 

増 減 －67 －102  －359 －441 

率(％) －19.2 －0.9  －91.8 －23.8 

※ 増減・率(%)は７５歳未満及び７５歳以上各合計数の増減を表したもの。 
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〔認知機能検査実施状況（４月～３月）〕 

区 分 
認知機能検査 

更新・任意 臨 時 福岡地区認知 合計(人) 

４年度 3,601 9,427 32,436 45,464 

３年度 1,371 9,115 29,945 40,431 

増 減 +2,230 +312 +2,491 +5,033 

率％ +162.6 +3.4 +8.3 +12.4 

 

(3) 安全運転管理者等講習 

  警察本部交通企画課の監修のもとに、現下の道路交通の課題と対策などに 

創意工夫を凝らしたテキストを作成して講習を実施するとともに、飲酒運転に関し

て社会問題化しているアルコール依存症や睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）等の病理

現象への対応に精通した大学教授、医師等の学識経験者を専門講師として委嘱する

など、講習内容の刷新と講習効果の充実に努めている。 

  また、講習会場を管轄する警察署、地区安全運転管理協議会と連携し、地域の交

通情勢、特性に応じた社会貢献活動に関しても講習カリキュラムに組み入れるな

ど、実効ある講習に取り組んでいる。 

    

〔安全運転管理者等講習実施状況（４月～３月）〕 

 

 

 

 

    

 

注１ 講習対象者（令和５年１月末現在） 

１９，８２５人   

   (4) 運転免許事務 

     県下６センター及び更新業務が実施される遠隔地の８地区交通安全協会 

（以下遠隔地）において、下記業務の迅速かつ適正な推進に努めている。 

  

〔写真撮影（免許証作成・交付）業務実施状況（４月～３月）〕 

年度＼地区 福 岡 北九州 筑 豊 筑 後 渡辺通 黒 崎 遠隔地 計 

４ 年度 207,628 108,824 87,002 103,052 108,865 46,549 68,924 730,844 

３ 年度 209,853 106,621 85,100 102,843 103,730 45,285 68,709 722,141 

増減 
数 -2,225 +2,203 +1,902 +209 +5,135 +1,264 +215 +8,703 

 ％ -1.1 +2.1 +2.2 +0.2 +5.0 +2.8 +0.3 +1.2 

年度＼区分 実施回数 受講者数 

４年度 ７７ １８，９１９ 

３年度 ８０ １６，８７６ 

増

減 

数 －３  ＋２，０４３ 

率％ －３．７% ＋１２．１％ 
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〔更新申請書等複写業務実施状況（４月～３月）〕 

年度＼地区 福 岡 北九州 筑 豊 筑 後 渡辺通 黒 崎 遠隔地 計 

４ 年度 0 0 0 0 0 0 68,924 68,924 

３ 年度 114,181 58,282 47,393 54,408 51,068 22,813 67,716 415,861 

増減 
数 -114,181 -58,282 -47,393 -54,408 -51,068 -22,813 +1,208 -346,937 

 ％ -100 -100 -100 -100 -100 -100 +1.8 -83.4 

 

〔更新通知書発送状況（４月～３月）〕 

年度＼地区 福 岡 北九州 筑 豊 筑 後 計 

４ 年度 399,323 190,301 64,450 122,713 776,787 

３ 年度 396,176 187,441 67,498 121,575 772,690 

増減 
数 +3,147 +2,860 -3,048 +1,138 +4,097 

％ +0.79 +1.5 -4.5 +0.9 +0.5 

 

〔高齢者講習通知書発送状況（４月～３月）〕 

年度＼地区 福 岡 北九州 筑 豊 筑 後 計 

４ 年度 69,123 43,649 18,615 33,708 165,095 

３ 年度 69,521 43,167 17,723 33,102 163,513 

増減 
数 -398 +482 +892 +606 +1,582 

％ -0.6      +1.1  +5.0 +1.8 +1.0 

 

〔違反者講習・臨時認知検査・臨時高齢者講習通知書発送状況（４月～３月）〕  

年度＼種別 違反者講習 臨時認知検査 臨時高齢者講習 計 

４ 年度 4,474 10,095   30 14,599 

３ 年度 5,130 9,556       854 15,540 

増減 
数    -656      +539         -824  -941 

％ -12.8     +5.6       -96.5 -6.1 

（２９年度から、臨時認知機能検査、臨時高齢者講習通知書が追加された。） 

２ 福岡県からの飲酒運転撲滅推進受託事業 

  第４次福岡県飲酒運転撲滅推進総合計画の一環として、福岡県から飲酒運転撲滅宣 

 言登録促進及び飲酒運転撲滅条例周知・通報訓練等に関する事業を受託し飲酒運転撲 

 滅活動推進員９名が、事業所・飲食店を訪問するなどして、飲酒運転撲滅の広報・啓 

 発及び撲滅宣言登録の要請活動等を推進した。 

〔訪問・啓発等実施状況（令和４年度中）〕 

訪問・啓発      １４，６３７件 

企業(店)届出書回収件数 ４，８６３件 

  

３ 地区交通安全協会の入会事務代行事業 
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⑴ 入会勧奨活動の強化 

ア 交通安全協会協賛店の拡充 

交通安全協会への加入向上方策として、平成１７年１０月１日から運用を開 

    始した交通安全協会協賛店は、福岡県単独から福岡・大分県共同運用、九州各 

    県共同運用、九州・山口県との共同運用を経て、令和３年４月１日から九州・ 

    中国地区各県との共同運用を拡大し、協賛店の拡充を図っている。 

 （令和５年４月１日現在 約６，３００店舗） 

  イ 交通安全協会協賛店制度の充実 

 〇 協賛店業務の外部業務委託の実施 

 協賛店制度の拡大に伴い、協賛店管理業務が増大したことから令和３年４月 

より新規協賛店の勧誘、協賛店データの管理及び協賛店検索システムの保守管

理等業務を委託して、協賛店制度の充実を図っている。 

 ウ 各種媒体の活用等による広報活動の実施 

 交通安全県民運動や飲酒運転撲滅気運の醸成等の活動の中で、各種媒体を活用 

 した入会率向上のための広報を行っている。 

 エ 交通安全協会の活動に関心を持ってもらうための広報活動の推進 

福岡県交通安全協会のキャラクター「しぐまる」を活用しての広報を推進して

いる。 

(2) 入会状況 

種別 

年度 

更  新 新  規 計 

交付数 入会数 率 交付数 入会数 率 交付数 入会数 率 

福  

 

岡 

Ｒ４年度 381,314 59,038 15.5 47,777 7,492 15.7 429,091 66,530 15.5 

Ｒ３年度 378,801 59,689 15.8 49,360 7,647 15.5 428,161 67,336 15.7 

増  減 2,513 -651 -0.3 -1,583 -155 0.2 930 -806 -0.2 

北 

九 

州 

Ｒ４年度 180,522 17,047 9.4 20,870 2,237 10.7 201,392 19,284 9.6 

Ｒ３年度 178,140 18,817 10.6 22,323 2,108 9.4 200,463 20,925 10.4 

増  減 2,382 -1,770 -1.2 -1,453 129 1.3 929 -1,641 -0.8 

筑 

 

豊 

Ｒ４年度 60,427 13,678 22.6 7,245 1,542 21.3 67,672 15,220 22.5 

Ｒ３年度 59,613 13,845 23.2 7,708 1,760 22.8 67,321 15,605 23.2 

増  減 814 -167 -0.6 -463 -218 -1.5 -351 -385 -0.7 

筑 

 

後 

Ｒ４年度 120,746 37,216 30.8 15,253 3,085 20.2 135,999 40,301 29.6 

Ｒ３年度 120,138 36,524 30.4 16,225 3,185 19.6 136,363 39,709 29.1 

増  減 608 692 0.4 -972 -100 0.6 -364 592 0.5 
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計 

Ｒ４年度 743,009 126,979 17.1 91,145 14,356 15.7 834,154 141,335 16.9 

Ｒ３年度 736,692 128,875 17.5 95,616 14,700 15.4 832,308 143,575 17.3 

増  減 6,317 -1,896 -0.4 -4,471 -344 0.3 1,846 -2,240 -0.4 

 

４ 日本交通管理技術協会からの自転車安全整備事業に関する業務受託事業 

      公益財団法人日本交通管理技術協会との業務委託契約に基づき、自転車の安全利用

対策に関して実施している。 

  ⑴ 自転車安全整備技能検定への職員の派遣 

令和４年８月１８日、宗像市「宗像ユリックス」において開催され、当協会から

安全部長以下６名が従事した。 

⑵ ＴＳマークの普及促進活動 

        本活動は、自転車の点検整備を行うとともに、自転車の安全利用と自転車 

  事故の防止を図り、併せて被害者の救済に資することを目的に、福岡県自転車軽自 

  動車商協同組合等と連携し推進している。 

また、自転車の安全整備士試験に合格した従業員を雇用するスーパー等の 

量販店や教育委員会・学校に対して、自転車の安全整備に関する広報・啓発を実施

している。 

 なお、１２月１日から、新たに「緑色ＴＳマーク」の取扱いが始まった。 

⑶ 自転車通学安全モデル校への支援 

  平成２８年６月に日本交通管理技術協会から、自転車通学における安全確保のた

めの活動状況が、他のモデルとなる学校として福岡県下で初めて３校（高等学校２

校、中学校１校）が指定され、その後、平成３０年に２校（博多工業高校、古賀東

中学校）を令和４年には 2校（福岡農業高校、九州産業高校）が指定され、自転車

の交通安全活動の支援を継続して実施している。 

５ 九州交通安全協会の事務の受託事業 

⑴  会議等の開催 

    ア 定例総会 

     ４月２１日(木) 

      〇 令和３年度事業報告 

      〇 令和３年度収支決算報告 

      〇 令和４年度事業計画案 

      〇 令和４年度収支予算案 

      ○ 役員改選案 
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が承認された。 

   イ 専務理事等会議 

     １０月１３日(木)宮崎市内において安全運転管理委員会との合同による専務理 

    事等会議を開催し、 

      ○ 交通安全協会の負担金の３か年計画 

      ○ 更新時講習のオンライン化 

      ○ 警察職員の定年延長に伴う安協職員の人員確保方策 

    安全運転管理委員会では、 

      ○ リモートによる安管講習実施に関する研究 

    について協議した。 

   ウ 九州地区各県更新時講習・停止処分者講習等講師研修会 

１１月１８日(金)福岡市において開催予定であったが、コロナ感染者が増加傾 

    向であったため中止した。 

   エ 九州地区各県入会業務担当者会議 

     １０月７日(金)福岡市内で開催し、 

      ○ 協賛店登録事務の見直し 

      ○ 入会率向上方策 

    について協議した。 

第８ その他交通安全活動に資する事業 

 １ 物資事業 

(1) 交通安全活動用資器材等の斡旋 

  県民の交通安全意識の高揚を図るため、関係機関・団体等に交通安全活動用の啓

発資器材等を斡旋している。 

(2)  自動写真撮影販売機の管理 

       免許試験受験者等の利便を図るために、県下 4自動車運転免許試験場に設置して

いる 10台の自動写真撮影販売機の利用は、撮影枚数約 34,232枚であった。 

〔撮影枚数 ４月～３月〕 

試験場別 

年度 

福 岡 北九州 筑 豊 筑 後 計 

台  撮影枚数 台数 撮影枚数 台数 撮影枚数 台数 撮影枚数 台数 撮影枚数 

 

4年度  

 

ＤＮＰアイディーシステム ２ 5,455 0 0 0 0 0 0 ２ 5,455 

日本オートフォート ２ 9,139 ２ 7,320 ２ 6,280 ２ 6,038 ８ 28,777 

計 ４ 14,594 ２ 7,320 ２ 6,280 ２ 6,038 10 34,232 

3年度  

ＤＮＰアイディーシステム ２ 4,764 0 0 0 0 0 0 ２ 4,764 

日本オートフォート ２ 8,774 ２ 6,826 ２ 6,081 ２ 5,720 ８ 27,401 

計 ４ 13,538 ２ 6,826 ２ 6,081 ２ 5,720 10 32,165 

増 減 
数 +1,056 +494 +199 +318 +2,067 

％ +7.8 +7.2 +3.3 +5.6 +6.4 

２ 運転免許の経由更新申請に伴う代理受領・郵送事業 

      本事業は、平成１４年の道路交通法改正により、一定の優良運転者は住所地以外の
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都道府県から更新申請ができるようになったことから、同年以降、運転免許証の代理

受領郵送申込受理及び代理受領郵送業務を全国の交通安全協会等と連携して円滑に

推進している。 

[経由更新状況(４月～３月)] 

区分 

年度 

代理受領郵送申込受理 代理受領・郵送 

九州各県 他県都道府県 小計 九州各県 他県都道府県 小計 

４ 年度 58 315 373 32 299 331 

３ 年度  101 344 445 65 303 368 

増減 数 -43 -29 -72 -33 -4 -37 

％ -42.6 -8.4 -16.2 -50.8 -1.3 -10.1 

 

３ 自転車会員事業 

   自転車会員事業は、県下における自転車利用者の交通道徳の普及高揚を図り、

自転車の安全利用の実現を図ることを目的に、平成２９年４月から取り組んでいる。 

  〇 自転車保険「ふくおかの県民自転車保険」の利用 

      [加入状況(４月～３月)] 

種 別 プランＡ プランＢ プランＣ プランＤ プランＥ プランＦ 計  

会員数 6,960人 6,259人 9,561人 875人 722人 1,210人 25,587人 

種 別 プラン AX プラン BX プラン CX プラン DX プラン EX プラン FX 計 

会員数 403人 388人 779人 55人 51人 128人 1,804人 

合  計 7,363人 6,647人 10,340人 930人 773人 1,338人 27,391人 

    凡例：プランＡ…賠償のみ、プランＢ…賠償＋本人補償、プランＣ…賠償＋家族全員補償 

                 ※賠償責任補償額…１億円 

        プランＤ…賠償のみ、プランＥ…賠償＋本人補償、プランＦ…賠償＋家族全員補償 

         ※賠償責任補償額…３億円 

プラン AX,BX,CX,DX,EX,FX…交通安全協会会員割引適用(３０円割引) 

 第９ 交通安全意識の高い運転者の育成に向けた自動車学校の運営 

１ 初心運転者等の育成事業 

交通安全協会が運営する自動車学校として他校の模範となるべく、「安全な運転行

動のとれる優秀な初心運転者等の育成」及び「地域における交通安全センター活動の

積極的推進」を運営指針として揚げ、実績に裏打ちされた信頼される学校運営に努め

ている。 

(1) 教習生の入校状況 

       令和４年度における入校生数は、普通車が１，１７４人（前年度対比マイナス２

４０人）、二輪車が６２４人（前年度対比プラス５６人）の計１，７９８人で、前

年度対比１８４人減少した。 
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   〔教習生入校状況〕 

年度 ＼ 種別 普通車 二輪車 合計 

令和４年度 １，１７４ ６２４   １，７９８ 

令和３年度 １，４１４ ５６８    １，９８２ 

増 減 
数   －２４０   ＋５６  －１８４ 

％  －１７．０  ＋９．９  －９．３ 

※ 普通車は、ＡＴ車免許からＭＴ車免許への審査を除く。 

(2) 身体障がい者教習の実施状況 

当校では、身体障がい者用の教習車両や設備を完備して、積極的に身体障がい者

を受け入れている。 

令和４年度は、肢体不自由者４人（車イス使用者は１人）、聴覚障がい者５人の

計９人が入校した。 

なお、令和３年度の入校者は、肢体不自由者６人（車イス使用者は１人）、聴覚

障がい者１０人の計１６人であった。 

２ 公安委員会委託講習及び交通安全教育センター活動等の安全教育活動 

(1) 各種講習の実施状況 

令和４年度における各種講習の実施状況は、前年度に比較し、「免許取得時講習」、

「高齢者講習」、「取消処分者講習」、「ペーパードライバー講習」は減少し、「原

付講習」、「企業講習」、「初心運転者講習」は増加した。 

それぞれの実施状況は次表のとおりである。 

 ア 委託講習 

 〔取消処分者講習実施状況〕 

年度 ＼ 種別 普通車 二輪車 原付車 合計 

令和４年度 ３８２ ８ ２９ ４１９ 

令和３年度 ４２７ １２ ３８ ４７７ 

増 減 
数 －４５ －４    －９ －５８ 

％ －１０．５ －３３．３ －２３．７ －１２．２ 

 ※ 取消処分者講習は、福岡地区では当校のみが実施している。 
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 〔初心運転者講習実施状況〕 

年度 ＼ 種別 普通車 二輪車 原付車 合計 

令和４年度 ４１ １７ １１ ６９ 

令和３年度 ２９ １８ ６ ５３ 

増 減 
数 ＋１２ －１    ＋５ ＋１６ 

％ ＋４１．３ －５．６ ＋８３．３ ＋２３．２ 

 

 〔免許取得時講習実施状況〕 

 種別 

年度 

普通車 
二輪車 

応急救護措置 
合計 

第一種 第二種 第一種 第二種 

令和４年度 １７ ４ １０ １９ ４ ５４ 

令和３年度 ３２ ２ １２ ３５ ２ ８３ 

増 減 
数 －１５ ＋２ －２ －１６ ＋２ －２９ 

％ －４６．９ ＋１００ －１６．７ －４５．７ ＋１００ －３４．９ 

 〔高齢者講習実施状況〕 

年度 ＼ 種別 ７５歳未満 ７５歳以上 合計 

令和４年度 ７５９ １２６０ ２，０１９ 

令和３年度 ９０４ １１３３ ２，０３７ 

増 減 
数 －１４５ ＋１２７  －１８ 

％ －１６．０ ＋１１．２ －０．０１ 

 

 〔原付講習実施状況〕 

年度 ＼ 種別 講習回数 人 数 

令和４年度 ３８ １９２ 

令和３年度 ３２ １３０ 

増 減 
数    ＋６   ＋６２ 

％  ＋１８．８ ＋４７．７ 
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イ 認定講習 

 〔企業講習実施状況〕 

 種別 

年度 

講習回数 

（回） 

対象企業 

（社） 

受講者数 

普通車 二輪車 計 

令和４年度 ３３１ １４４ ４９３ ２２ ５１５ 

令和３年度 ２２３ １０８ ３６９ ２４ ３９３ 

増 減 
数 ＋１０８  ＋３６ ＋１２４  －２ ＋１２２ 

％ ＋４８．４ ＋３３．３ ＋３３．６ －８．３ ＋３１．０ 

 

 〔ペーパードライバー講習実施状況〕 

    

 

 

 

 

     

(2)  交通安全教育センターとしての活動状況 

  地域における交通安全教育センターとしての役割を果たすため、次のとおり各

種行事を開催して、交通モラル・マナーの向上を図るとともに地域との交流を深め

たが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言の発令等の影響により、実

施回数の減少や行事そのものの中止を余儀なくされた。 

    ア 「高齢者交通安全体験教室」の開催 

      福岡県交通安全協会の活動として、毎月１５日に「高齢者交通安全体験教室」 

を開催しており、令和４年度中に計５回（前年比＋１回）、１５人（前年比＋２

人）が参加した。 

イ 「交通安全県民運動」期間中における飲酒運転撲滅等の啓発活動 

  福岡県が推進する「飲酒運転撲滅宣言企業」に登録し、入校式及び卒業式に 

おいて、管理者等が入校生に対して「飲酒運転撲滅」の意識づけをするととも 

に、「交通安全県民運動」期間中には、校内において「飲酒運転撲滅」等に関 

するポスター、幟旗、ステッカーの掲出及び新たに作製した交通安全腕章を全 
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職員が着用して、職員及び来校者の規範意識の向上と機運を醸成した。 

ウ 高校生に対する「自転車交通安全教室」については、令和４年度中、福岡工業

高校において全校生徒を対象に開催した。 

３  当面の運営課題 

(1) 教習生確保方策の推進    

教習生の入校は、少子化と若者層の車離れ等により厳しい状況にあることに加

え、令和４年度は関東・関西方面の対面授業が本格化したため、近隣大学及び高校

に対する勧誘対策として指定地区におけるアプリ起動時における広告放映のＤ－

meets や新聞折り込みチラシを活用しての勧誘・渉外活動を行ったが、令和５年度

は近隣大学４校の学生専用ＳＮＳ（ＵＲＬ）に対して自動車学校の設置場所認知度

を向上させる広告を掲載することとしている。 

(2) 教習水準の向上   

  安全な運転行動のとれる優秀な初心運転者を育成するために、学科・技能ともに

質の高い教習を提供する必要があることに加え、指導員間の教習技能の平準化する

目的から、令和４年１０月以降、ベテラン指導員の教習技能を若手指導員に伝承す

る「教習技能伝承教養」を新たに開始して、若手指導員を中心とした教習技能のレ

ベルアップを図っている。 

(3) 初心運転者事故防止対策の推進                                    

当校卒業者の初心運転者の事故率について、令和３年中は福岡県下の指定自動車

学校３８校中第４位であったが、令和４年中は県下第１４位と一時的に降下したも

のの、過去３年（令和２・３・４年）の平均値においては県下第６位と高い水準を

維持しているので、引き続き、運転の基本を確実に教習するとともに、効果的教習

・教育を推進して、卒業後に交通事故を起こさない優秀な初心運転者の育成に努め

ることとし、教習生に対しては車社会に参加する者として、「決められたルールや

マナーを守る」という、社会的な責任と義務があることをしっかりと認識させる教

習を実施している。 

その他、卒業生に対しては、実際に車を運転するようになり、不安を感じた場合

等に無料で復習出来る「再会講習（２５人受講、前年比＋７人）」の受講を勧める

とともに、はがき・メールを送付して事故防止を喚起するなど、卒業後のアフター

ケアを推進している。 
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(4) 企業講習内容の充実 

従来からの企業に加え、新規企業からの講習要請が増加傾向にあることから昨年

度は教習指導体制の強化を行い、講習回数・受講人数の大幅増を実現した上で、更

なる講習内容の充実を図ることとしている。 

また、送迎バスタイプの講習車を設けて、高齢者のケアセンター等の要請に応え

る講習を実施している。  

(5) 高齢者講習関係   

昨年度まで公安委員会委託講習として実施していた高齢者講習を、本年度から公

安委員会認定の認定講習として行い、僅かでも増収を図ることとしている。 

また、県内の自動車教習所で待ち日数が増加傾向に高齢者講習について、昨年度

同様、予約待ち２週間以内という円滑な運用を継続するため、講習担当職員はもと

より、事務を担当する職員体制の充実を図っている。 

(6) 新型コロナウイルス感染防止基本対策の継続 

  新型コロナウイルス感染症に対する国の指針が改正される中、高齢者講習受講者

を始め、重症化リスクの高い来訪者に対する感染拡大を抑制するため、感染防止の

基本的対策である検温（非接触・顔認証型体温計の配備）、消毒液の多数配置、教

習車両へのプラズマクラスター配備、可能な限りのマスク着用要請を行い、第５類

指定変更以降もクラスターを発生させない配慮を継続することとしている。 


